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1200名を超える出席者、沿線自治体の熱意を伝える
「第二名神議連」決起大会開く

7
月
8
日
、
第
二
名
神
高
速
道
路
建
設
促
進
議
員
連
盟（
会
長
・
伊
吹
文
明
衆

議
院
議
員
）は
、第
二
名
神
の
早
期
全
線
完
成
を
目
指
し
、決
起
大
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
、
日
本
道
路
公
団
を
は
じ
め
、
沿
線
の
京
都
・
大
阪
・

兵
庫
・
滋
賀
・
愛
知
・
三
重
か
ら
知
事
、
市
町
村
長
及
び
議
員
、
そ
し
て
地
元
経

済
界
な
ど
、
１
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
で
、
会
場
は
立
見
が
出
る
程
で
、
京

都
府
か
ら
も
２
０
０
名
以
上
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
伊
吹
会
長
は
「
日
本
の
背
骨
が
名
神
一
本
だ
け
で
は
、
今
後
の
日
本
の

交
通
網
の
信
頼
性
、安
全
性
が
成
り
立
た
な
い
」
と
第
二
名
神
の
必
要
性
を
訴
え
、

最
高
顧
問
の
綿
貫
民
輔
衆
議
院
議
員
も
今
年
10
月
の
道
路
公
団
民
営
化
に
関
連
し

て
、「
道
路
特
定
財
源
を
確
保
し
、
約
束
し
た
道
路
は
造
る
不
退
転
の
決
意
が
必

要
だ
」
と
結
束
を
呼
び
か
け
た
。

来
賓
の
日
本
道
路
公
団
近
藤
剛
総
裁
は
、「
国
土
の
あ
り
方
と
し
て
の
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
採
算
性
、
効
率
性
、
地
域
振
興
の
観
点
を
考
慮
し
、
国
土
交

通
省
他
関
係
機
関
と
早
期
に
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
沿
線
自
治
体
・
地
元
経
済
界
か
ら
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
八
幡
市
工

業
会
・
中
川
貴
由
会
長
は
「
地

元
自
治
体
、
経
済
界
と
し
て
も
、

第
二
名
神
を
前
提
に
様
々
な
計

画
・
事
業
を
進
め
て
お
り
、
今

さ
ら
逆
戻
り
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
早
期
完
成
を
強
く
要

望
し
た
。

最
後
に
、「
第
二
名
神
高
速

道
路
の
早
期
整
備
に
関
す
る
決

議
」
を
採
択
し
、
大
盛
況
の
う

ち
に
総
会
は
終
了
し
た
。

道
路
公
団
民
営
化
を
目
前
に

控
え
、
今
後
の
第
二
名
神
の
整

備
方
針
が
決
定
さ
れ
る
極
め
て

重
要
な
時
期
に
、
盛
大
な
決
起

大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、

建
設
促
進
の
大
き
な
弾
み
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

総会で挨拶する綿貫民輔最高顧問

（
2
面
に
関
連
記
事
）



平成２年１月18日第３種郵便物認可 平成17年7月15日発行（毎月1回15日発行）７月号（№170）（2）

第
二
名
神
建
設
推
進
を
官
房
長
官
に
要
望

近
畿
の
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
協
会

7
月
5
日
の
正
午
、
郵
政
民
営
化
関
連
法
案

の
採
決
前
の
緊
張
し
た
中
、
第
二
名
神
高
速
道

路
建
設
の
早
期
実
現
を
求
め
て
、
京
都
府
を
は

じ
め
建
設
予
定
地
沿
線
各
府
県
の
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
協
会
が
、
首
相
官
邸
で
細
田
官
房
長
官
に

対
し
て
直
々
に
要
望
し
た
。
第
二
名
神
建
設
促

進
議
連
か
ら
も
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
ら
4
名

の
幹
事
が
立
ち
会
っ
た
。

席
上
、
細
田
官
房
長
官
は
、
見
直
し
区
間
の

地
図
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
、
日
本
列
島
の

背
骨
を
貫
く
第
二
名
神
の
建
設
は
、
極
め
て
重

要
だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。
た
だ
、
小
泉
構
造

改
革
で
真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
が
道
路
公
団

の
民
営
化
で
あ
り
、
そ
の
あ
お
り
を
受
け
て
両

区
間
も
抜
本
的
見
直
し
区
間
に
指
定
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。
従
っ
て
、
状
況
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
名
神
高
速
道
路
の
開
通
は
、

運
輸
業
界
は
も
と
よ
り
、
沿
線
自
治
体
や
中
部
・

関
西
の
経
済
界
の
発
展
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
法
案
に
対
す
る
態
度
は
最
初
か
ら
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
で
、
賛
否
の
票
が
順
調
に
投
票
箱
に

積
ま
れ
て
い
く
。
問
題
は
自
民
党
で
あ
る
。
事
前

に
か
な
り
の
反
対
票
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
さ
れ
て
い
た
。
自
民
党
議
員
が
青
票
の
反
対
票

を
投
ず
る
と
自
民
党
の
民
営
化
反
対
議
員
達
か

ら
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
起
き
る
。
賛
成
票
、

反
対
票
が
投
票
箱
に
ほ
ぼ
同
じ
位
の
量
に
な
っ
て

い
る
。
固
唾
を
呑
む
と
は
こ
ん
な
状
態
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
か
。
投
票
が
終
わ
っ
た
。
議
場
が
静
か

に
な
り
、
議
員
達
は
国
会
職
員
の
票
読
み
を
目
を

凝
ら
し
て
見
守
っ
て
い
た
。
結
果
は
233
対
228
、
僅

か
5
票
で
賛
成
票
が
反
対
票
を
上
回
っ
た
。
強
烈

な
締
め
付
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
想
外
の
票
の

出
方
で
あ
り
、
党
執
行
部
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

薄
氷
を
履ふ

む
思
い
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案

に
対
す
る
自
民
党
内
の
反
対
の
気
持
ち
が
い
か
に

強
く
、
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
が
あ
ら
た
め
て
証

明
さ
れ
た
。

次
の
舞
台
は
参
議
院
で
あ
る
。
与
野
党
の
差
が

拮
抗
し
て
い
る
上
に
、
衆
議
院
以
上
に
強
力
な
反

対
議
員
が
か
な
り
い
る
た
め
、
採
決
は
困
難
が
予

想
さ
れ
る
。

7
月
5
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
本
会
議
は
、

傍
聴
席
は
特
定
局
関
係
者
で
ほ
ぼ
満
席
、
報
道
関

係
席
も
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
で
、
非
常
に
緊
張
感
が

み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
重
要
法
案
の
採
決
と
は
こ
ん

な
も
の
か
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
郵
政
特
別
委
員

会
の
委
員
長
報
告
、
各
党
の
討
論
に
続
い
て
、
い

よ
い
よ
賛
否
の
記
名
投
票
が
始
ま
っ
た
。
各
党
の

郵
政
民
営
化
法
案
等
の
採
択
を
急
ぐ
自
民
党
執

行
部
は
、
6
月
28
日
の
総
務
会
で
、
全
会
一
致
の

原
則
を
破
り
、
過
去
に
前
例
の
な
い
多
数
決
に
よ

っ
て
、
修
正
項
目
等
を
了
承
し
た
。
こ
の
採
決
に

対
し
不
満
の
色
を
隠
さ
な
い
議
員
も
多
く
、
執
行

部
は
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
の
採
決
に
自
信
を
持

て
な
い
た
め
に
、
反
対
票
を
投
じ
る
可
能
性
の
あ

る
議
員
8
名
の
委
員
を
差
し
替
え
、
7
月
1
日
に

河
野
議
長
に
委
員
変
更
の
届
け
を
行
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
な
お
委
員
会
、
本
会
議
採
決
に
確
信
の
持

て
な
い
衆
参
の
執
行
部
は
、
党
所
属
衆
参
議
員
に

対
し
、
6
月
30
日
、
党
議
決
定
に
従
い
行
動
さ
れ

る
よ
う
に
と
強
い
調
子
の
文
書
を
配
布
し
、
締
め

つ
け
を
行
な
っ
た
。

し
か
も
、
衆
院
本
会
議
前
日
の
7
月
4
日
に

も
、
武
部
幹
事
長
名
で
、
党
所
属
衆
議
院
議
員
に

宛
て
て
、
党
議
違
反
者
に
対
し
て
は
、
厳
格
な
処

分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
極
め
て
高
圧

的
な
文
書
を
配
布
し
、
多
く
の
議
員
の
反
発
を
買

っ
た
。
武
部
幹
事
長
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

先
般
、
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
6
月
28
日
の

総
務
会
に
お
い
て
、
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
に

関
す
る
修
正
等
が
了
承
さ
れ
、
党
議
拘
束
を
付

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

党
議
決
定
及
び
党
議
拘
束
に
よ
り
、
当
然
、

同
法
案
に
賛
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
反
対

票
を
投
ず
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
欠
席
や
棄
権

す
る
こ
と
も
党
議
違
反
と
な
り
ま
す
。

党
議
違
反
者
に
対
し
て
は
、
厳
格
な
処
分
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
採
決

に
当
た
り
、
何
卒
、
党
議
決
定
に
従
い
行
動
さ

れ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
7
月
4
日

自
由
民
主
党
幹
事
長　

武
部　

勤

郵
政
民
営
化
関
連
法
案
に
関
す
る

党
議
拘
束
に
つ
い
て

緊
張
感
が
み
な
ぎ
る
衆
院
本
会
議
場

僅
差
で
、
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
可
決

京
都
府
下
か
ら
も
市
町
村
長
を
は
じ
め
関
係
者

が
出
席
し
て
い
た
が
、
橋
本
昭
男
城
陽
市
長
は
、

「
第
二
名
神
の
「
大
津
〜
城
陽
」
間
の
計
画
凍
結
、

抜
本
的
見
直
し
に
愕
然
と
し
た
。
既
に
城
陽
市
の

総
合
計
画
を
見
直
し
、
高
速
道
路
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
何
よ
り
も
無
残
な
姿
を
曝
け
出
し

て
い
る
山
砂
利
採
取
跡
地
の
再
生
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
が
第
二
名
神
で
あ
り
、
計
画
の
見
直

し
に
大
き
な
怒
り
を
覚
え
た
。
今
回
、
第
二
名
神

高
速
道
路
建
設
促
進
議
員
連
盟
を
組
織
い
た
だ

き
、
建
設
促
進
に
向
け
て
明
る
い
見
通
し
が
開
け

た
と
心
強
く
感
じ
て
お
り
、大
変
感
謝
し
て
い
る
」

と
議
連
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
第
二
名
神
の
重
要

性
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

ま
た
、
奥
田
光
治
宇
治
田
原
町
長
は
、「
宇
治

田
原
町
で
は
、
第
二
名
神
を
活
か
し
た
地
域
ビ
ジ

ョ
ン
を
立
て
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、「
大
津
〜

城
陽
」
間
が
抜
本
的
見
直
し
区
間
と
な
り
、
ど
う

な
る
こ
と
か
と
心
配
し
て
い
た
が
、
今
後
は
、
議

員
連
盟
の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
同
時

に
、
し
っ
か
り
と
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
早
期
建
設
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
」
と
こ
れ
か
ら
も
議
連
と
と
も
に
、
沿
線
の

府
県
・
市
町
村
、
そ
し
て
地
元
経
済
界
が
一
致
団

結
し
て
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

今
回
、
総
会
に
出
席
し
た
議
連
所
属
の
国
会
議

員
も
、
沿
線
府
県
の
関
係
者
の
第
二
名
神
の
早
期

整
備
を
求
め
る
溢
れ
ん
ば
か
り
の
熱
意
を
肌
身
で

感
じ
、
議
連
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
十
分
な
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
議
連
と
し

て
日
本
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
も
第
二
名
神

の
早
期
開
通
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

沿
線
の
首
長
、
大
き
な
期
待

な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
執
行
部

特
別
委
の
委
員
の
差
し
替
え
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参
院
自
民
党
議
員

京
都
で
観
光
の
創
造
を
学
ぶ

測量船「昭洋」の前で

伸
び
続
け
る
社
会
保
障
費

適
正
な
生
活
保
護
認
定
が
必
要

日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
国
土
も
狭
く
、

石
油
や
天
然
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物
資
源

も
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日

本
周
辺
海
域
に
は
、
国
土
の
1.7
倍（
約
65
万
平
方

㎞
）の
大
陸
棚
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
マ
ン
ガ
ン
や

コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
数
十
兆
円
の
鉱
物
資

源
が
眠
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

国
連
海
洋
法
条
約
で
は
、
平
成
21
年
5
月
ま
で

に
、
200
海
里
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
も
、
大
陸
棚
が

一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
沿
岸
国
が
証
明
で

き
れ
ば
、
大
陸
棚
の
資
源
開
発
な
ど
の
権
利
を
認

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
国
連
大
陸
棚
限
界
委
員
会
で
認
め
ら
れ

る
に
は
、
期
限
ま
で
に
広
大
な
海
域
の
海
底
を
く

ま
な
く
調
査
し
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析

し
、
日
本
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と
を
科
学
的
に
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
が
今
後
安
定
的
に
発
展
す
る
基
盤
を
築
く

た
め
、
大
陸
棚
調
査
を
政
府
が
強
力
に
推
進
す
る

よ
う
、
自
民
党
で
は
議
員
有
志
が
大
陸
棚
調
査
推

進
議
員
連
盟（
会
長
・
福
田
康
夫
前
内
閣
官
房
長

官
）を
結
成
し
、
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
議
連
に

は
二
ノ
湯
議
員
も
加
入
し
て
い
る
。

6
月
28
日
、
議
員
連
盟
で
は
東
京
・
お
台
場

に
係
留
し
て
い
る
大
型
測
量
船
「
昭
洋
」
を
視
察

し
た
。
測
量
船
「
昭
洋
」
で
は
、
船
内
を
見
学
し

な
が
ら
、
実
際
に
調
査
に
あ
た
る
海
上
保
安
庁
の

担
当
者
よ
り
、
調
査
方
法
・
機
器
の
説
明
を
受
け

た
後
、
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
福
田
康
夫
会
長
は
「
大
陸
棚
調
査

は
、
将
来
の
日
本
の
行
方
を
左
右
す
る
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
よ
り
一
層
政
府
挙
げ
て
の

調
査
の
推
進
を
求
め
て
行
こ
う
」
と
参
加
者
に
協

力
・
支
援
を
あ
ら
た
め
て
要
請
し
た
。

国
も
地
方
自
治
体
も
予
算
に
お
け
る
医
療
費
・

生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
費
は
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
医
療
費
は
毎
年
一
兆
円
程
度

で
増
え
続
け
て
い
る
。
国
は
、
医
療
費
の
伸
び
を

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
程
度
に
抑
え
よ
う
と
い
う
方
針
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
厚
生
労
働
省
、
医
療
関

係
者
か
ら
は
強
い
反
対
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

一
方
、
生
活
保
護
率
が
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て

大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
た
め
に
、
国
は
生
活
保

護
の
権
限
を
地
方
に
任
せ
、
生
活
保
護
費
を
抑
制

す
る
方
針
で
あ
る
。
し
か
も
国
は
補
助
基
準
を
従

来
の
4
分
の
3
か
ら
3
分
の
2
に
下
げ
る
動
き
を

見
せ
て
い
る
た
め
に
、
多
く
の
自
治
体
に
動
揺
が

起
こ
っ
て
い
る
。

地
方
側
は
、
従
来
通
り
、
国
の
補
助
率
の
4
分

の
3
を
堅
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
配
置
数
を
基
準
通
り
に
確
保
す
る
こ
と
が
、

生
活
保
護
の
地
方
へ
の
移
譲
の
前
提
で
あ
る
と
強

く
政
府
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
制
度
は
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
生
活
権

の
保
障
で
あ
る
が
、
以
前
か
ら
市
民
の
間
で
、
生

活
保
護
世
帯
に
対
し
て
偽
装
離
婚
で
は
な
い
か
、

外
車
を
乗
り
回
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
結
構
ゼ

イ
タ
ク
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
い
う
批
判
の
声

が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
不
正
な
受
給
を
見
過

ご
さ
な
い
た
め
に
も
、
保
護
世
帯
を
訪
問
調
査
活

動
す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
数
が
十
分
に
確

保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

生
活
保
護
率
は
、
戦
後
10
年
位
ま
で
は
か
な
り

大
き
い
比
率
で
あ
っ
た
。
平
成
年
代
に
入
る
と
か

な
り
低
い
割
合
で
推
移
し
て
い
た
が
、
長
引
く
不

況
の
影
響
か
、
平
成
10
年
代
に
入
る
と
少
し
ず
つ

高
く
な
り
、
平
成
15
年
は
10.5
％
に
な
っ
た
。

生
活
保
護
世
帯
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
き

な
い
た
め
、
医
療
費
は
国
と
自
治
体
で
全
て
負

担
し
て
お
り
、
医
療
扶
助
は
生
活
保
護
費
総
額

2
兆
4
千
億
円
の
51.8
％
で
1
兆
2
千
3
百
億
の
巨

額
に
上
る
。

適
正
な
生
活
保
護
の
認
定
は
、
医
療
費
を
含
め

社
会
保
障
費
を
抑
え
る
た
め
に
も
是
非
と
も
必
要

で
あ
る

平
成
13
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
当
選
し
た
自
民

党
議
員
で
結
成
す
る
「
21
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
7

名
が
、
6
月
24
日
、
南
禅
寺
の
京
都
市
国
際
交
流

会
館
で
会
合
を
開
き
、
京
都
観
光
に
取
り
組
む
各

方
面
の
方
々
の
話
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
し
た
。

地
元
か
ら
は
小
野
善
三（
京
都
府
旅
館
組
合
団
体

旅
館
部
会
長
）、桐
木
千
寿（
華
道
家
・
祇
園「
花
彩
」

経
営
者
）、
後
藤
典
生（
高
台
寺
執
事
・
圓
徳
院
住

職
）、
玉
置
万
美（
㈱
半
兵
衛
麩
専
務
）の
4
名
と
、

京
都
市
側
か
ら
星
川
茂
一
副
市
長
、
清
水
宏
一
京

都
市
観
光
政
策
監
が
出
席
し
た
。
地
元
の
人
達
か

ら
は
、
修
学
旅
行
生
が
京
都
観
光
を
楽
し
む
た
め

の
工
夫
、
京
都
文
化
を
外
国
人
に
い
か
に
、
知
っ

て
も
ら
う
か
の
苦
労
話
、
仏
教
を
通
じ
て
京
都
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
体
験
学
習
、
京
都

観
光
を
通
じ
て
京
の
食
生
活
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

な
ど
、
京
都
観
光
の
最
前
線
で
の
生
の
声
を
話
し

て
い
た
。
議
員
か
ら
は
、
修
学
旅
行
生
の
誘
致
に

つ
い
て
ど
ん
な
努
力
を
し
て
い
る
か
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
時
の
交
通
の
渋
滞
対
策
は
ど
う
か
、
観
光
統

計
を
と
っ
て
観
光
の
成
果
目
標
を
立
て
て
い
る
自

治
体
は
京
都
市
だ
け
で
、
さ
す
が
観
光
都
市
京
都

だ
と
京
都
市
観
光
行
政
を
讃
え
る
声
も
あ
っ
た
。

又
、
観
光
振
興
に
は
、
観
光
協
会
、
行
政（
府
県

と
市
等
）が
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
等
々
、
色
々
と
有
意
義
な
参
考
意
見
が
出
さ

れ
た
。

年度 保護費総額 医療扶助

11年 18,269
（100％）

10,416
（57.0％）

12年 19,393
（100％）

10,711
（55.2％）

13年 20,772
（100％）

11,229
（54.1％）

14年 22,181
（100％）

11,622
（52.4％）

15年 23,881
（100％）

12,361
（51.8％）

生活保護費の内訳の推移（単位：億円）

資
源
大
国
も
夢
で
は
な
い

大
陸
棚
調
査
推
進
議
連
・
測
量
船
「
昭
洋
」
視
察
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第 149 回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

第 148 回
みんなで歩こう湯歩会（参加者62名）

仁和寺中門前にて

国
会
議
事
堂
前
庭
の

「
北
山
杉
」

藤
田
氏（
右
京
区
）

枝
打
ち
作
業

枝打ち作業をする藤田利幸氏

国
会
議
事
堂
の
前
庭
に
は
、
昭
和
45
年
に
、
国

会
開
設
80
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
全
国

47
都
道
府
県
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
国
会
見

学
の
隠
れ
た
名
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
京

都
府
の
区
画
に
は
、「
伸
び
ゆ
く
京
都
」
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
「
北
山
杉
」
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
北
山
杉
の
手
入
れ
の
た
め
、
二
ノ
湯
後

援
会
員
で
右
京
区
高
雄
の
藤
田
利
幸
氏（
吉
岡
孝

治
高
雄
支
部
長
の
実
弟
）が
国
会
議
事
堂
を
訪
れ

た
。
通
常
、
都
道
府
県
の
木
は
、
衆
参
両
院
事
務

局
で
手
入
れ
を
し
て
い
る
が
、
京
都
府
の
北
山
杉

は
、「
台
杉
仕
立
て
」
と
い
う
特
殊
な
剪せ

ん

定て
い

を
必

要
と
す
る
た
め
、
専
門
的
技
術
を
持
つ
京
都
の
林

業
家
が
手
入
れ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
、「
北
山
杉
」
と
山
形
県
の
木
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

の
2
つ
の
み
で
あ
る
。

当
日
は
、
北
山
杉
の
手
入
れ
作
業
を
ひ
と
目
見

よ
う
と
、
二
ノ
湯
議
員
を
は
じ
め
、
京
都
府
関
係

者
や
衆
参
両
院
事
務
局
な
ど
が
多
数
集
っ
た
。
藤

田
氏
は
細
い
北
山
杉
に
掛
け
た
梯
子
の
上
で
、
ま

る
で
軽
業
師
の
よ
う
に
見
事
に
枝
打
ち
作
業
を
行

い
、
見
守
る
人
達
も
感
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。

一
年
半
ぶ
り
に
「
我
が
子
」
と
対
面
を
果
た
し

た
藤
田
氏
は
、「
穂
先
に
ホ
コ
リ
が
積
も
る
都
心

の
過
酷
な
環
境
で
も
、
こ
の
木
は
京
都
と
変
わ
り

な
く
伸
び
て
い
る
」
と
順
調
な
成
長
に
目
を
細
め

な
が
ら
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
も
分
か
り
や
す

く
応
じ
て
い
た
。

一
、
早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
あ
っ

た
。
自
分
で
は
真
面
目
に
勉
強
し
て
き
た
つ
も
り

で
あ
る
が
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
頑

張
ら
ね
ば
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

一
、
同
僚
議
員
に
勧
め
ら
れ
て
、
寝
台
個
室
特
急

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
に
乗
車
し
た
。
京
都
に
止
ま

ら
な
い
の
で
、
大
阪
駅
よ
り
の
乗
車
と
な
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
個
室
よ
り
少
し
小
さ
い
が
、
居

心
地
は
良
く
、ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
、
相
次
い
で
青
少
年
の
い
た
ま
し
い
事
件
が
起

き
る
。
中
で
も
兄
弟
同
士
の
殺
人
事
件
は
や
り
切

れ
な
い
。
親
は
な
ぜ
子
供
達
の
変
化
に
気
づ
か
な

か
っ
た
の
か
。
親
子
の
対
話
が
い
か
に
不
足
し
て

い
る
か
、
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
事
件
が
起
き
る
度

に
、
有
識
者
と
い
う
方
々
が
、
あ
れ
こ
れ
事
件
の

背
景
を
語
り
再
発
防
止
策
を
提
案
す
る
が
、
そ
れ

で
も
事
件
が
続
発
す
る
。

一
、
昨
年
夏
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
岩
滝
口
駅
前

で
の
街
頭
演
説
会
に
私
の
友
人
の
父
親
が
病
床
か

ら
抜
け
出
し
て
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
一

度
訪
ね
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
な
か
な
か
実
現
し

な
か
っ
た
。
6
月
初
め
お
伺
い
し
よ
う
と
、
先
方

に
電
話
し
た
ら
、
両
親
と
も
最
近
相
次
い
で
、
亡

く
な
ら
れ
て
い
た
。
仏
壇
に
手
を
合
せ
た
が
何
で

も
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
に
移
さ
な
い
と
機

会
を
失
う
と
、
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

一
、
京
都
迎
賓
館
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
な
か

な
か
立
派
な
建
物
で
あ
る
。
そ
の
時
、
迎
賓
館
の

館
長
が
夏
頃
に
一
般
開
放
を
考
え
て
い
る
と
話
し

て
い
た
が
、
8
、
9
月
に
見
学
者
を
公
募
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
大
変
な
数
の
応
募
者
で
、
窓
口
と

な
っ
た
平
安
建
都
千
二
百
年
協
会
は
、
市
民
の
問

合
せ
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。


